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6月3日　ひめさゆりの丘(熱塩加納町)ひめさゆり6月5日　蔵のまち喜多方さつきまつり
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６
月
13
日　

御
殿
場
公
園(

塩
川
町)

花
し
ょ
う
ぶ

喜
多
方

フ
ォ
ト
ニ
ュ
ー
ス

6月5日　蔵のまち喜多方さつきまつり5月27日　三ノ倉高原(熱塩加納町)菜の花

　喜多方市には、多様な観光資源が

あり、地域それぞれが独自の魅力を

持っています。

　特に「花」は季節の移ろいととも

にさまざまな表情を見せ、訪れる人

の目を楽しませています。

　市は豊かな自然を活かし、地域資

源としての「花」をテーマにしたま

ちづくりを進めています。
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問 

申 

こ
ど
も
課 

子
育
て
支
援

係☎（
２４
）５
２
２
９
ま
た
は
各
総

合
支
所
住
民
課 

市
民
サ
ー
ビ
ス

班
　

地
域
農
林
産
物
を
活
か
し
た

商
品
開
発
や
販
路
開
拓
に
向
け

た
６
次
産
業
化
の
取
組
を
支
援

し
ま
す
。

●
補
助
対
象
経
費

①
市
場
調
査
や
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

依
頼

②
商
品
開
発
や
試
作
に
必
要
な

原
材
料
、
資
材
購
入

③
外
部
業
者
へ
の
加
工
委
託

④
成
分
分
析
委
託

⑤
パ
ッ
ケ
ー
ジ
デ
ザ
イ
ン
作
成

⑥
そ
の
他（
販
売
促
進
活
動
に

要
す
る
経
費
）

●
補
助
率

 　

ひ
と
り
親
家
庭
医
療
費
の
助

成
を
受
け
て
い
る
方
は
、
登
録

更
新
の
手
続
き
が
必
要
で
す
。

該
当
さ
れ
る
方
に
は
７
月
上
旬

に
書
類
を
郵
送
し
ま
す
の
で
、

期
間
内
に
忘
れ
ず
に
手
続
き
を

し
て
く
だ
さ
い
。
更
新
の
手
続

き
を
し
な
い
と
、
８
月
分
か
ら

の
医
療
費
の
助
成
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

※
所
得
超
過
に
よ
り
現
在
受
給

資
格
が
無
い
方
も
、
平
成
２６
年

中
の
所
得
に
よ
り
助
成
の
対
象

に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
そ

の
場
合
は
新
た
に
登
録
が
必
要

で
す
の
で
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

ひ
と
り
親
家
庭
医
療
費
助
成

制
度
更
新
の
お
知
ら
せ

　情報ステーション
は市民の皆さんの生
活に直結するいろい
ろな制度や催しなど
を紹介するコーナー
です。
　情報の詳細につい
ては、問へ連絡して
ください。

市民課と税務課の
証明業務を、午後7
時まで延長してい
ます。
※税務諸証明は本
庁のみで対応。
◆月曜日（塩川総合
　支所）
◆火曜日（本庁、高
　郷総合支所）
◆水曜日（熱塩加納
　総合支所）
◆木曜日（山都総合
　支所）
◆金曜日（本庁）

情報
ステーション

問

補
助
・
支
援

今月の納期

27日 固定資産税（2期）
27日 国民健康保険税・
 普通徴収（1期）
27日 介護保険料・
 普通徴収（1期）

ア
グ
リ
チ
ャ
レ
ン
ジ

支
援
事
業

補
助
対
象
経
費
の
３
分
の
２
以

内（
上
限 

年
４０
万
円
）

●
募
集
対
象
者
・
事
業
実
施
主

体農
業
者
、
農
業
生
産
法
人
、
農

業
者
の
組
織
す
る
団
体
な
ど
、

ま
た
は
食
品
製
造
な
ど
を
行
う

事
業
者

●
助
成
期
間

①
２
年
間
…
農
業
者
、
農
業
生

産
法
人
、
農
業
者
の
組
織
す
る

団
体
な
ど

②
１
年
間
…
市
内
に
店
舗
ま
た

は
工
場
な
ど
を
有
す
る
事
業
者

●
採
択
数　

１
事
業

●
応
募
方
法

　

応
募
者
は
所
定
の
様
式（
市

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
）を
作
成
し
、

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

●
募
集
期
限

　

７
月
１７
日（
金
）

問 

申 

農
林
課 

農
業
振
興
対
策

室
経
営
企
画
係

☎（
２４
）５
２
７
７

　

あ
い
づ
ふ
る
さ
と
市
町
村
圏

協
議
会
で
は
、
会
津
地
方
の
物

産
な
ど
の
販
売
促
進
・
観
光
振

興
イ
ベ
ン
ト
活
動
を
行
う
生
産

者
団
体
な
ど
に
対
し
、
予
算
の

範
囲
内
に
お
い
て
補
助
金
を
交

付
し
ま
す
。

●
補
助
対
象（
一
般
枠
）

平
成
２７
年
８
月
１
日
か
ら
平
成

２８
年
３
月
３１
日
ま
で
に
実
施
さ

れ
る
、
県
外（「
日
本
橋
ふ
く
し

ま
館
」
を
除
く
）で
の
会
津
地

方
の
物
産
な
ど
の
販
売
促
進
・

観
光
振
興
イ
ベ
ン
ト
に
係
る
旅

費
・
会
場
使
用
料
な
ど
の
経
費

●
補
助
金
額

１
件
あ
た
り
最
大
５
万
円（
１

回
を
限
度
と
す
る
）

ふ
る
さ
と
イ
ベ
ン
ト
事
業

補
助
金

問

申

問

申
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情 報 ステーション

土地・建物の調査測量
会社・法人の登記

農地法３条・５条の許可申請

●
申
請
書
類

　

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
印

刷
で
き
ま
す
。

●
申
請
受
付
期
間

７
月
１３
日（
月
）～
７
月
１７
日

（
金
）午
前
８
時
３０
分
～
午
後
５

時
ま
で

●
受
付
場
所

会
津
若
松
市
中
央
３

−

１０

－

１２

あ
い
づ
ふ
る
さ
と
市
町
村
圏
協

議
会
事
務
局（
会
津
若
松
消
防

署　

３
階
）

※
受
付
場
所
へ
の
直
接
持
参
の

み
受
け
付
け
ま
す
。
な
お
、
応

募
多
数
の
場
合
は
抽
選
と
な
り

ま
す
。

問 

申 

あ
い
づ
ふ
る
さ
と
市
町

村
圏
協
議
会

☎
０
２
４
２（

２４
）６
３
１
２

問 

企
画
調
整
課 

政
策
調
整
室

☎（
２４
）５
２
０
７

　

会
津
に
あ
る
「
富
士
山
」
に

登
っ
て
夏
の
自
然
を
満
喫
し
て

み
ま
せ
ん
か
？

●
日
時　

７
月
１２
日（
日
）午
前

９
時
集
合

イ
ベ
ン
ト

富
士
山
山
開
き

●
集
合
場
所　

富
士
山
立
岩
登

山
口（
喜
多
方
市
高
郷
町
）

●
参
加
費　

 

１
０
０
０
円（
昼

食
代
込
み
）

●
募
集
人
員　

１
０
０
人（
要

事
前
申
込
・
先
着
順
）

●
内
容　

標
高
５
０
８
・
８
㍍

の
富
士
山
か
ら
は
、
磐
梯
山
、

飯
豊
山
、
御
神
楽
岳
を
眺
め
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

問 
申 

富
士
山
山
開
き
実
行
委

員
会
事
務
局　

橋
谷
田

☎
０
９
０（
７
０
６
０
）４
９
２

７長
谷
沼　

☎
０
２
４
１（
４７
）２
４
９
７

問

申

問

問

申

第25回交通安全母親福島県大会開催のお知らせ
　第25回交通安全母親福島県大会が喜多方プラザで開催されます。
　交通安全に関する事例発表や、県警音楽隊と母の会会員による鼓笛パレードが盛大に実施さ
れますので、市民の皆さんの温かいご声援をお願いします。

●開催日　7月28日（火）
【第1部　開会・事例発表】

●時間…午前10時30分〜12時10分
●場所…喜多方プラザ大ホール
※一般の方もご観覧いただけます。

【第2部　鼓笛パレード】
●時間…午後1時〜2時（予定）
●コース…喜多方プラザ〜喜多方市役所
　　　　　までの約1.2キロメートル
※雨天時はパレードを中止し大ホールで
　演奏会を実施します。
問 生活防災課☎（24）5221問 県警音楽隊の鼓笛パレードの様子
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し
ま
せ
ん
。

●
応
募
締
め
切
り　

７
月
３１
日

（
金
）必
着

●
選
考　

応
募
者
多
数
の
場
合

は
選
考
と
な
り
ま
す
。

問 

申 

企
画
調
整
課 

政
策
調
整

室☎（
２４
）５
２
０
７

　

介
護
保
険
運
営
協
議
会
に
広

く
市
民
の
意
見
を
反
映
し
、
介

護
保
険
を
よ
り
良
い
制
度
と
す

る
た
め
、
審
議
を
す
る
委
員
の

う
ち
「
被
保
険
者
を
代
表
す
る

委
員
」
５
人
を
公
募
し
ま
す
。

●
公
募
す
る
委
員　

第
１
号
被

保
険
者（
６５
歳
以
上
）３
人（
男

性
２
人
・
女
性
１
人
ま
た
は
男

性
１
人
・
女
性
２
人
）

第
２
号
被
保
険
者（
４０
歳
か
ら

６４
歳
ま
で
）２
人（
男
性
１
人
・

女
性
１
人
）

●
応
募
資
格　

市
内
に
住
所
を

有
し
、
平
日
の
昼
間
に
開
催
す

る
会
議
に
出
席
で
き
る
方
・
平

成
２７
年
４
月
１
日
現
在
で
、
第

１
号
被
保
険
者
お
よ
び
第
２
号

被
保
険
者
で
あ
る
方

●
締
め
切
り　

７
月
３１
日（
金
）

●
申
し
込
み　

所
定
の
応
募
用

  

稲
川
淳
二
の
怪
談
ナ
イ
ト

●
日
時　

９
月
１２
日（
土
）午
後

５
時
開
演

●
場
所　

喜
多
方
プ
ラ
ザ　

大

ホ
ー
ル

●
料
金　

前
売 

５
２
０
０
円

当
日 

５
５
０
０
円

全
席
指
定（
未
就
学
児
入
場
不

可
）

問 

申 

喜
多
方
プ
ラ
ザ

☎（
２４
）４
６
１
１

　

性
別
や
年
代
に
と
ら
わ
れ
る

こ
と
な
く
、
一
人
ひ
と
り
が
お

互
い
に
人
権
を
尊
重
し
、
支
え

あ
っ
て
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る

男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
に

向
け
、
男
女
共
同
参
画
の
推
進

募　

集

介
護
保
険
運
営
協
議
会

委
員

イ
ベ
ン
ト

喜
多
方
市
男
女
共
同
参
画

審
議
会
委
員
の
公
募

喜
多
方
プ
ラ
ザ
自
主
事
業

チ
ケ
ッ
ト
好
評
発
売
中
!!

  

ザ
蔵
シ
ッ
ク
Ⅱ 
古
典
四
重
奏 

  

団
「
星
め
ぐ
り
の
歌
」

●
日
時　

７
月
１５
日（
水
）午
後

７
時
開
演

●
場
所　

喜
多
方
プ
ラ
ザ　

小

ホ
ー
ル

●
料
金　

一
般 

２
０
０
０
円

学
生 

１
０
０
０
円

全
席
自
由（
未
就
学
児
入
場
不

可
）

  

喜
多
方
発
２１
世
紀
シ
ア
タ
ー

●
日
時　

８
月
７
日（
金
）～
１０

日（
月
）

●
場
所　

喜
多
方
プ
ラ
ザ　

他

●
料
金　

フ
リ
ー
パ
ス 

４
０
０
０
円

１
日
券 

２
０
０
０
円

回
数
券 

４
０
０
０
円

１
公
演
券 

１
０
０
０
円

に
関
す
る
重
要
事
項
に
対
し
て

審
議
を
行
う
「
喜
多
方
市
男
女

共
同
参
画
審
議
会
」
の
委
員
を

公
募
し
ま
す
。

●
応
募
資
格　

喜
多
方
市
内
に

お
住
ま
い
の
２０
歳
以
上
６５
歳
未

満
の
方（
基
準
日
…
平
成
２７
年

４
月
１
日
現
在
）

●
任
期　

委
嘱
の
日（
９
月
下

旬
予
定
）か
ら
２
年

※
審
議
会
の
委
員
構
成
は
１８
人

で
す
。
９
月
下
旬（
平
日
の
日

中
）に
審
議
会
を
開
催
す
る
予

定
で
す
。

●
報
酬　

審
議
会
に
出
席
し
た

と
き
は
、
所
定
の
報
酬（
日
額

６
０
０
０
円
）を
支
給
し
ま
す
。

●
募
集
す
る
委
員
数　

６
人

●
応
募
方
法　

任
意
の
様
式
に

住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
性
別
、

電
話
番
号
、
職
業
、
勤
務
先
、

応
募
の
理
由
・
動
機
を
記
入
の

う
え
、
持
参
、
郵
送（
〒
９
６

６

−

８
６
０
１（
住
所
記
載
不

要
）喜
多
方
市
役
所
企
画
調
整

課 

政
策
調
整
室
宛
て
）、
Ｆ
Ａ

Ｘ（
２５
）７
０
７
３
ま
た
は
Ｅ
メ

ー
ル kikaku@

city.kitakata.
fukushim

a.jp

に
よ
り
応
募
し

て
く
だ
さ
い
。

※
応
募
者
の
個
人
情
報
は
、
本

審
議
会
の
目
的
以
外
に
は
利
用

問

申

問

申
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情 報 ステーション

〒966-0086 喜多方市字西四ッ谷43番地 102

さ
い
。

問 

申 

保
健
課 

健
康
推
進
室

☎（
２４
）５
２
２
３

　

雄
大
な
自
然
に
恵
ま
れ
、
信

仰
の
山
と
し
て
栄
え
た
飯
豊
山

登
山
に
挑
戦
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

こ
の
夏
、
全
国
か
ら
集
ま
る

仲
間
と
と
も
に
、
生
涯
に
残
る

感
動
と
思
い
出
を
つ
く
り
ま
し

ょ
う
。

●
期
日　

８
月
５
日（
水
）～
７

日（
金
）２
泊
３
日
［
三
国
小
屋

に
宿
泊
］

●
日
程　

５
日（
結
団
式
・
飯

豊
山
登
山
）、
６
日（
飯
豊
本
山

ア
タ
ッ
ク
・
三
国
小
屋
）、
７

日（
下
山
・
温
泉
入
浴
・
昼
食
・

解
散
式
）

●
時
間　

午
後
７
時
～
８
時
３０

分●
場
所　

厚
生
会
館 

第
三
研
修

室●
受
講
料　

無
料

●
対
象
者　

市
内
在
住
も
し
く

は
勤
務
・
在
学
の
方

●
内
容　

手
話
で
の
簡
単
な
あ

い
さ
つ
や
単
語
の
学
習
、
ろ
う

あ
者
と
の
交
流

問 
申 

社
会
福
祉
課 

障
が
い
福

祉
係

☎（
２４
）５
２
７
６

　

精
神
に
障
が
い
を
持
っ
て
い

る
方
々
へ
の
理
解
を
深
め
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
開
催
し
ま
す
。

●
日
時　

８
月
８
日（
土
）午
前

９
時
３０
分
～
午
後
３
時
５０
分

●
場
所　

昨
雲
会
館
１
階
ホ
ー

ル●
対
象　

精
神
保
健
福
祉
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
に
興
味
の
あ
る

方●
募
集
人
員　

先
着
２０
人
程
度

●
締
め
切
り　

７
月
２４
日（
金
）

●
申
し
込
み　

住
所
、
氏
名
、

年
齢
、
電
話
番
号
、
お
弁
当（
５

０
０
円
）注
文
の
有
無
に
つ
い

て
、
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ

紙
に
よ
り
、
本
庁
高
齢
福
祉
課

介
護
保
険
・
予
防
室
へ
期
限
ま

で
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

応
募
用
紙
は
、
本
庁
高
齢
福
祉

課
介
護
保
険
・
予
防
室
ま
た
は

各
総
合
支
所
住
民
課
に
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
も
掲
載
し
て
あ
り
ま
す
。
応

募
多
数
の
場
合
は
、
抽
選
と
な

り
ま
す
。

問 

申 

高
齢
福
祉
課 

介
護
保
険
・

予
防
室

☎（
２４
）５
２
３
１

　

市
主
催
「
手
話
講
習
会
」
を

開
催
し
ま
す
。
初
心
者
の
方
で

も
安
心
し
て
参
加
で
き
る
内
容

で
す
。
手
話
に
関
心
の
あ
る
方

は
、
こ
の
機
会
に
ご
参
加
く
だ

さ
い
。
途
中
か
ら
の
参
加
も
可

能
で
す
。

●
開
催
日　

７
月
１７
日
か
ら
９

月
２５
日
の
毎
週
金
曜
日
、
全
１０

回（
８
月
１４
日
は
除
く
）

手
話
講
習
会
参
加
者

精
神
保
健
福
祉
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

養
成
講
座
受
講
者

全
国
中
学
生
交
流

飯
豊
山
チ
ャ
レ
ン
ジ
参
加
者

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
教
室

参
加
者

●
対
象
者　

中
学
生

●
定
員　

２０
人

●
参
加
料　

９
０
０
０
円

●
申
込
方
法　

電
話
ま
た
は
Ｅ

メ
ー
ル m

_tanaka3@
city.ki

takata.fukushim
a.jp

で
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

●
申
込
期
限　

７
月
１０
日（
金
）

※
７
月
１８
日（
土
）に
事
前
学
習

会
お
よ
び
説
明
会
を
予
定
し
て

い
ま
す
。

※
ザ
ッ
ク（
登
山
用
リ
ュ
ッ
ク

サ
ッ
ク
）、
シ
ュ
ラ
フ（
寝
袋
）

は
貸
し
出
し
ま
す
。

※
詳
し
く
は
お
尋
ね
く
だ
さ

い
。

問 

申 

山
都
総
合
支
所
住
民
課

教
育
担
当

☎（
３８
）３
８
６
５

　

ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
と
健
康
増

進
を
図
る
た
め
、
ニ
ュ
ー
ス
ポ

ー
ツ
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

　

年
齢
・
体
力
に
関
係
な
く
、

ど
な
た
で
も
気
軽
に
楽
し
め
ま

す
の
で
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ

い
。

●
開
催
日
時

７
月
１３
日（
月
）･

８
月
１０
日（
月
）

･

９
月
１４
日（
月
）

い
ず
れ
の
日
も
午
後
７
時
～
８

時
３０
分

※
す
べ
て
の
回
に
出
席
す
る
必

要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

●
場
所　

押
切
川
公
園
体
育
館

●
講
師　

市
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委

員●
種
目　

ス
ポ
ー
ツ
吹
き
矢
ほ

か●
参
加
料　

無
料

※
事
前
の
申
し
込
み
は
不
要
で

す
。

問 

生
涯
学
習
課 

ス
ポ
ー
ツ
振

興
係

☎（
２４
）５
３
１
９

問

申

問

申

問

申

問

問

申
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●
定
員　

先
着
３０
人

●
講
師　

＋
Ｈ
ａ
ｐ
ｐ
ｅ
ａ
ｃ

ｈ
＋（
ハ
ッ
ピ
ー
チ
）倉
貫 

久
仁

子
先
生

●
内
容　

ピ
ル
ケ
ー
ス
１
個

（
直
径
約
５
セ
ン
チ
）と
マ
グ
ネ

ッ
ト
２
個（
直
径
約
３
セ
ン
チ
）

に
お
好
み
の
パ
ー
ツ
を
選
ん
で

デ
コ
レ
ー
シ
ョ
ン
し
ま
す
。

●
準
備
品　

テ
ィ
ッ
シ
ュ
ま
た

は
お
手
拭
き
、
筆
記
用
具

問 

申 

喜
多
方
市
勤
労
者
互
助

会（
商
工
課
内
）

☎（
２４
）５
２
３
３
ま
た
は

（
一
財
）福
島
県
民
共
済
会

☎
０
２
４（
５
２
１
）３
３
９
２

と
し
て
く
だ
さ
い
。

（
一
人
一
作
品
ま
で
。
官
製
ハ
ガ

キ
【
〒
９
６
６

−

８
６
０
１（
住

所
記
載
不
要
）喜
多
方
市
役
所

生
活
防
災
課
消
防
防
災
係
】、
Ｆ

Ａ
Ｘ（
２２
）９
５
７
１
に
よ
る
応

募
も
可
）

●
募
集
期
間　

８
月
１
日（
土
）

～
３１
日（
月
）※
８
月
３１
日
の
消

印
ま
で
有
効

問 

申 

生
活
防
災
課

☎（
２４
）５
２
２
１
ま
た
は
各
総

合
支
所
住
民
課 

地
域
振
興
班

　

小
物
入
れ
に
ピ
ッ
タ
リ
な
可

愛
ら
し
い
ピ
ル
ケ
ー
ス
と
お
も

わ
ず
食
べ
て
し
ま
い
そ
う
に
な

る
マ
グ
ネ
ッ
ト
の
ス
イ
ー
ツ
デ

コ
に
挑
戦
し
ま
す
。

　

定
番
の
フ
ェ
イ
ク
ス
イ
ー
ツ

を
は
じ
め
、
く
ま
や
う
さ
ぎ
の

小
さ
な
ぬ
い
ぐ
る
み
も
デ
コ
レ

ー
シ
ョ
ン
し
て
オ
リ
ジ
ナ
ル
ス

イ
ー
ツ
デ
コ
に
仕
上
げ
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、
夏
休
み
に
お
子
様
と

一
緒
に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

●
日
時　

８
月
９
日（
日
）午
前

１０
時
～
正
午

●
場
所　

保
健
セ
ン
タ
ー

●
材
料
費　

９
０
０
円

交
通
安
全
作
文
・

標
語
コ
ン
ク
ー
ル

募　

集

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

新
規
講
座
受
講
生

福
島
県
民
共
済
会
主
催「
ス
イ

ー
ツ
デ
コ
講
習
会
」参
加
者

平
成
28
年
度
喜
多
方
地
方

広
域
市
町
村
圏
組
合
職
員

（
高
校
卒
程
度
）採
用

候
補
者
試
験
案
内

「
素
敵
な
写
真
を
撮
る
方
法
in

三
ノ
倉
高
原
ひ
ま
わ
り
畑
」

　

ひ
ま
わ
り
花
盛
り
の
三
ノ
倉

高
原
で
、
プ
ロ
に
教
わ
り
な
が

ら
、
す
て
き
な
写
真
を
撮
っ
て

み
ま
せ
ん
か
。

●
日
時　

８
月
２９
日（
土
）午
前

８
時
３０
分
～
午
前
１１
時

※
講
座
当
日
は
三
ノ
倉
高
原
に

現
地
集
合
で
す
。

●
講
師　

小
川　

研
先
生（
コ
ニ

カ
ミ
ノ
ル
タ
）

●
参
加
費　

１
０
０
０
円

●
準
備
物　

デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ

（
携
帯
電
話
・
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
・
タ
ブ
レ
ッ
ト
は
不
可
）

●
参
加
対
象　

１８
歳
以
上
３５
歳

ま
で
の
喜
多
方
市
在
住
の
方
、

ま
た
は
市
内
に
通
勤
さ
れ
て
い

る
方
。　

●
定
員　

先
着
２０
人

●
申
し
込
み　

７
月
１
日（
水
）

よ
り
募
集
開
始

※
詳
し
く
は
直
接
お
尋
ね
く
だ

さ
い
。

問 

申 

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

☎（
２２
）１
４
０
３

●
応
募
区
分

　

作
文
、
標
語
の
部
と
も
に
各

６
部
門（
小
学
生
低
学
年
・
高

学
年
の
部
、
中
学
生
の
部
、
高

校
生
の
部
、
一
般
の
部
、
高
齢

者
の
部
）を
募
集
し
ま
す
。

※
優
秀
作
品
に
つ
い
て
は
今
秋

開
催
予
定
の
交
通
安
全
市
民
大

会
で
表
彰
。

●
応
募
方
法

①
作
文
「
小
学
生
・
中
学
生
の

部
」
は
４
０
０
字
詰
め
原
稿
用

紙
３
枚
以
内
、「
高
校
生
・
一

般
・
高
齢
者
の
部
」
は
４
０
０

字
詰
め
原
稿
用
紙
５
枚
以
内

（
縦
書
き
）と
し
、
交
通
安
全
に

関
す
る
内
容
と
し
て
く
だ
さ
い
。

（
一
人
一
作
品
ま
で
）

②
標
語
の
部
の
作
品
は
交
通
安

全
、
交
通
事
故
防
止
を
テ
ー
マ

●
試
験
区
分
お
よ
び
採
用
予
定

人
員

①
行
政（
高
校
卒
程
度
）若
干
名

②
電
気（
高
校
卒
程
度
）若
干
名

●
職
務
の
内
容
等
の
一
例

①
行
政
は
、
環
境
セ
ン
タ
ー（
ご

み
処
理
施
設
ま
た
は
し
尿
処
理

施
設
）ま
た
は
喜
多
方
プ
ラ
ザ

に
お
け
る
管
理
・
運
営
業
務
も

し
く
は
事
務
局
に
お
け
る
事
務

に
従
事
し
ま
す
。

②
電
気
は
、
環
境
セ
ン
タ
ー
に

お
け
る
自
家
用
電
気
工
作
物
の

維
持
管
理
お
よ
び
保
守
点
検
な

ら
び
に
施
設
の
管
理
・
運
営
業

務
に
従
事
し
ま
す
。

●
受
験
資
格

①
行
政
は
、
昭
和
６０
年
４
月
２

日
以
降
に
生
ま
れ
た
者
で
、
学

校
教
育
法
に
よ
る
高
等
学
校
を

卒
業
し
た
者（
高
等
学
校
卒
業

程
度
認
定
試
験
等
合
格
者
を
含

む
）ま
た
は
平
成
２８
年
３
月
卒

業
見
込
み
の
者

②
電
気
は
、
昭
和
６０
年
４
月
２

日
以
降
に
生
ま
れ
た
者
で
、
学

校
教
育
法
に
よ
る
高
等
学
校
を

卒
業
し
た
者（
高
等
学
校
卒
業

程
度
認
定
試
験
等
合
格
者
を
含

む
）ま
た
は
平
成
２８
年
３
月
卒

業
見
込
み
の
者
で
、
次
の
い
ず

れ
か
に
該
当
す
る
者

問

申

問

申

問

申
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●
受
験
資
格

平
成
４
年
４
月
２
日
以
降
に
生

ま
れ
た
者
で
、
学
校
教
育
法
に

よ
る
高
等
学
校
を
卒
業
し
た
者

（
高
等
学
校
卒
業
程
度
認
定
試

験
等
合
格
者
を
含
む
）ま
た
は

平
成
２８
年
３
月
卒
業
見
込
み
の

者
。

●
受
付
期
間

７
月
１５
日（
水
）～
８
月
１４
日

（
金
）午
前
８
時
３０
分
～
午
後
５

時
１５
分（
土
、
日
曜
日
、
祝
日

を
除
く
）

郵
送
に
よ
る
場
合
は
８
月
１２
日

（
水
）ま
で
の
消
印
が
あ
る
も
の

に
限
り
ま
す
。

●
試
験
日

一
次
試
験
９
月
２０
日（
日
）

●
試
験
会
場

磐
梯
町
中
央
公
民
館

●
試
験
申
込
書
の
請
求

①
喜
多
方
地
方
広
域
市
町
村
圏

組
合
消
防
本
部
総
務
課
お
よ
び

各
署
、
分
署

②
喜
多
方
市
役
所
総
務
課
ま
た

は
各
総
合
支
所
住
民
課
、
北
塩

原
村
役
場
総
務
企
画
課
お
よ
び

西
会
津
町
役
場
総
務
課

③
申
込
書
は
喜
多
方
消
防
本
部

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（http://119.ko

uiki.kitakata.fukushim
a.jp

）

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
使
用

村
圏
組
合
事
務
局 

総
務
係

☎（
２２
）３
４
２
６

●
採
用
職
種
お
よ
び
採
用
予
定

人
員

①
消
防
吏
員（
高
校
卒
程
度
）

若
干
名

●
勤
務
予
定
先
お
よ
び
職
務
の

内
容

当
広
域
圏
組
合
消
防
本
部
お
よ

び
各
消
防
署
に
お
い
て
、
火
災
、

救
急
、
救
助
な
ど
各
種
災
害
に

お
け
る
現
場
活
動
な
ら
び
に
火

災
予
防
な
ど
に
関
す
る
業
務
、

そ
の
他
消
防
行
政
に
関
す
る
業

務
に
従
事
し
ま
す
。

第
７
回
全
国
水
源
の
里
フ
ォ
ト

コ
ン
テ
ス
ト
作
品
募
集

平
成
28
年
度
喜
多
方
地
方

広
域
市
町
村
圏
組
合
消
防

職
員（
高
校
卒
程
度
）採
用

候
補
者
試
験
受
験
案
内

・
第
３
種
以
上
の
電
気
主
任
技

術
者
の
資
格
を
有
す
る
者

・
経
済
産
業
大
臣
の
認
定
校
で

電
気
主
任
技
術
者
免
状
の
交
付

申
請
に
必
要
な
所
定
の
科
目
を

履
修
し
平
成
２８
年
３
月
ま
で
に

卒
業
ま
た
は
卒
業
見
込
み
の
者

●
受
付
期
間

　

７
月
１５
日（
水
）～
８
月
１４
日

（
金
） 

午
前
８
時
３０
分
～
午
後
５

時
１５
分（
土
日
祝
日
を
除
く
）郵

送
に
よ
る
申
し
込
み
は
８
月
１２

日（
水
）ま
で
の
消
印
が
あ
る
も

の
に
限
り
ま
す
。

●
試
験
日

一
次
試
験
９
月
２０
日（
日
）

●
試
験
会
場

磐
梯
町
中
央
公
民
館

●
試
験
申
込
書
の
請
求

・
喜
多
方
地
方
広
域
市
町
村
圏

組
合
事
務
局
総
務
係

・
喜
多
方
市
役
所
総
務
課
ま
た

は
各
総
合
支
所
住
民
課
、
北
塩

原
村
役
場
総
務
企
画
課
お
よ
び

西
会
津
町
役
場
総
務
課

※
申
込
書
は
組
合
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ（http://w
w

w
.kouiki.kitaka

ta.fukushim
a.jp

）か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
し
て
印
刷
で
き
ま
す
が
、

必
ず
Ｂ
４
版
で
印
刷
し
て
く
だ

さ
い
。

問 

申 

喜
多
方
地
方
広
域
市
町

で
き
ま
す
が
、
必
ず
Ｂ
４
版
で

印
刷
し
申
込
み
し
て
く
だ
さ
い
。

問 

申 

喜
多
方
地
方
広
域
市
町

村
圏
組
合
消
防
本
部
総
務
課

☎（
２２
）６
２
１
２

― 

あ
な
た
の
感
じ
る
「
水
源
の

里
」
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す 

―

　

全
国
水
源
の
里
連
絡
協
議
会

（
全
国
１
６
６
自
治
体
が
参
画
・

副
会
長
喜
多
方
市
長
）で
は
「
水

源
の
里
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
」

を
実
施
し
ま
す
。
ご
応
募
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

●
テ
ー
マ

　

水
源
の
里
四
季
折
々
の
自
然

風
景
、
人
々
の
生
活
や
祭
事
、

そ
の
地
域
を
象
徴
す
る
風
物
な

ど
、
水
源
の
里
の
魅
力
が
表
現

さ
れ
た
作
品

●
応
募
資
格

プ
ロ
、
ア
マ
、
年
齢
、
性
別
、

国
籍
を
問
い
ま
せ
ん

●
応
募
プ
リ
ン
ト
サ
イ
ズ
な
ど

①
平
成
２４
年
８
月
以
降
に
、
全

国
水
源
の
里
連
絡
協
議
会
参
画

市
町
村（
福
島
県
内
で
は
、
喜

多
方
市
、
相
馬
市
、
下
郷
町
、

南
会
津
町
、
北
塩
原
村
、
西
会

津
町
、
磐
梯
町
、
猪
苗
代
町
、

柳
津
町
、
金
山
町
、
昭
和
村
、

矢
祭
町
、
川
内
村
の
１３
自
治
体
）

に
お
い
て
撮
影
し
た
も
の
。

②
作
品
の
画
面
周
辺
に
、
余
白

ま
た
は
余
黒
を
設
け
る
こ
と
。

③
四
ツ
切 

（
ワ
イ
ド
可
）、
イ
ン

ク
ジ
ェ
ッ
ト
出
力（
Ａ
４
）、
カ

ラ
ー
・
モ
ノ
ク
ロ
自
由
、
単
写

真
に
限
る（
合
成
写
真
は
不

可
）、
複
数
応
募
可

●
締
め
切
り　

７
月
３１
日（
金
）

当
日
消
印
有
効

●
応
募
料

一
点
に
つ
き
１
０
０
０
円

●
賞

グ
ラ
ン
プ
リ（
１
名
）賞
金
２０
万

円
、
国
土
交
通
大
臣
賞（
１
名
）

賞
金
５
万
円
、
総
務
大
臣
賞（
１

名
）賞
金
５
万
円
、
農
林
水
産

大
臣
賞（
１
名
）賞
金
５
万
円
、

特
選（
１０
名
）賞
金
１
万
円

●
応
募
先

〒
６
２
３

−

８
５
０
１　

京
都

府
綾
部
市
若
竹
町
８
番
地
１　

綾
部
市
役
所
内　

全
国
水
源
の

里
連
絡
協
議
会
フ
ォ
ト
コ
ン
テ

ス
ト
事
務
局
☎
０
７
７
３（
４２
）

３
２
８
０

問 

企
画
調
整
課 

地
域
振
興
対

策
室

☎（
２４
）５
２
０
９

問

申

問

申

問
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ア
カ
デ
ミ
ー
会
津
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ（http://w
w

w
.tc-aizu.ac.

jp/

経
営
企
画
部
門
）を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

問 

申 

福
島
県
立
テ
ク
ノ
ア
カ

デ
ミ
ー
会
津

☎（
２７
）３
２
２
１

【
訓
練
生
募
集　

テ
ク
ニ
カ
ル 

オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
科
】

●
募
集
期
間　

７
月
１６
日（
木
）

ま
で

●
募
集
訓
練
科
名　

Ｃ
Ａ
Ｄ
・

Ｎ
Ｃ
加
工
技
術
コ
ー
ス

●
募
集
定
員　

５
人

●
訓
練
期
間　

平
成
２７
年
８
月

３
日（
月
）～
平
成
２８
年
１
月
２９

日（
金
） 

●
対
象
者　

公
共
職
業
安
定
所

に
求
職
登
録
さ
れ
て
い
る
方

で
、
職
業
訓
練
の
受
講
が
望
ま

　

ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
が
８
月
よ

り
、
絵
本
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
す
る

と
と
も
に
、
絵
本
の
読
み
聞
か

せ
方
や
選
び
方
を
ア
ド
バ
イ
ス

す
る
事
業
に
内
容
が
変
わ
り
ま

す
。
対
象
と
な
る
方
は
、
ぜ
ひ

ご
来
館
く
だ
さ
い
。

●
対
象
児　

平
成
２７
年
４
月
２

日
以
降
に
生
ま
れ
た
市
内
に
住

所
を
有
す
る
４
か
月
児
健
診
の

対
象
と
な
る
乳
児

●
申
込
方
法　

ブ
ッ
ク
ス
タ
ー

ト
の
案
内
状
を
４
か
月
児
健
診

の
案
内
連
絡
物
に
同
封
し
て
発

送
し
ま
す
の
で
、
ご
確
認
く
だ

さ
い
。

問 

申 

喜
多
方
市
立
図
書
館

☎（
２２
）１
８
５
５

　

喜
多
方
市
塩
川
町
暴
力
団
進

出
阻
止
住
民
の
会
は
、
平
成
２１

年
２
月
に
結
成
さ
れ
、
官
民
一

体
と
な
り
署
名
運
動
や
決
起
集

会
、
住
民
パ
レ
ー
ド
、
啓
発
看

板
の
設
置
な
ど
の
暴
力
団
進
出

計
画
の
完
全
阻
止
に
向
け
た
活

動
を
継
続
的
に
展
開
し
て
き
ま

ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
事
業
が

新
し
く
な
り
ま
す

特
定
健
診
未
受
診
者
の
方
へ
の

電
話
な
ど
に
よ
る
案
内

「
喜
多
方
市
塩
川
町
暴
力
団

進
出
阻
止
住
民
の
会
」

総
会
、
決
起
集
会
開
催

― 

求
職
者
の
皆
さ
ん
へ 

―

ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
会
津

か
ら
募
集
の
お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

　

特
定
健
診
は
、「
高
齢
者
の

医
療
の
確
保
に
関
す
る
法
律
」

に
よ
り
、
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン

ド
ロ
ー
ム
に
着
目
し
た
健
康
診

査
で
す
。

　

市
で
は
４０
歳
か
ら
７４
歳
ま
で

の
国
民
健
康
保
険
加
入
者
を
対

象
に
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

自
覚
症
状
の
な
い
生
活
習
慣

病
が
悪
化
し
、
将
来
に
お
い
て
、

脳
卒
中
や
心
筋
梗
塞
、
人
工
透

析
に
至
る
こ
と
を
予
防
す
る
た

め
、
生
活
習
慣
病
で
通
院
中
の

方
も
対
象
と
し
て
い
ま
す
。

●
平
成
２７
年
度
の
特
定
健
診
の

対
象
者
で
平
成
２６
年
度
未
受
診

の
方
へ
、
積
極
的
な
ご
案
内
を

実
施
す
る
こ
と
と
し
ま
す
。

　

７
月
～
１０
月
の
総
合
健
診
実

施
期
間
に
応
じ
て
、
順
次
、
市

が
委
託
し
た
民
間
の
業
者
か
ら

電
話
な
ど
に
よ
り
ご
案
内
を
実

施
い
た
し
ま
す
。

問 

保
健
課 

健
康
推
進
室

☎（
２４
）５
２
２
３

し
た
。

　

し
か
し
、
い
ま
だ
解
決
に
は

い
た
ら
ず
、
進
出
計
画
の
白
紙

撤
回
を
目
指
し
て
取
り
組
ん
で

い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

第
８
回
住
民
の
会
総
会
な
ら

び
に
決
起
集
会
を
開
催
し
ま
す

の
で
、
多
数
の
ご
参
加
を
お
願

い
し
ま
す
。

●
日
時　

７
月
１２
日（
日
）午
前

１０
時
～
正
午

●
場
所　

塩
川
蔵
史
館（
塩
川

駅
・
塩
川
ふ
れ
あ
い
会
館
南
側
）

●
内
容　

総
会（
平
成
２６
年
度

事
業
報
告
、
平
成
２７
年
度
事
業

計
画
な
ど
）、
決
起
集
会（
喜
多

方
警
察
署
に
よ
る
現
状
報
告
お

よ
び
講
演
会
）、
喜
多
方
市
塩

川
町
暴
力
団
進
出
阻
止
住
民
の

会
に
よ
る
決
意
宣
言

問 
塩
川
総
合
支
所
住
民
課
地

域
振
興
班

☎（
２７
）２
１
１
１

　

あ
い
づ
司
法
書
士
総
合
相
談

セ
ン
タ
ー
で
は
、
相
続
登
記
や

会
社
設
立
な
ど
の
登
記
相
談
、

悪
質
商
法
な
ど
の
消
費
者
問

題
、
借
金
な
ど
の
多
重
債
務
問

題
な
ど
の
無
料
相
談
会
を
開
催

し
ま
す
。

※
相
談
は
無
料
で
す
が
、
事
前

の
予
約
が
必
要
で
す
。

●
日
時　

７
月
１８
日（
土
）午
後

１
時
～
４
時
ま
で

●
場
所　

厚
生
会
館 

第
二
研
修

室●
予
約
受
付
時
間　

午
前
１０
時

～
午
後
０
時
３０
分
、
午
後
１
時

３０
分
～
４
時

問 

申 

あ
い
づ
司
法
書
士
総
合

相
談
セ
ン
タ
ー

☎
０
１
２
０（
８１
）５
５
３
９

 

①
品
質
管
理
３
級（
受
験
対
策
）

●
日
程　

９
月
３
日（
木
）、
４

日（
金
）午
前
９
時
～
午
後
４
時

●
受
講
料　

３
１
０
０
円
、
教

材
費　

３
０
２
４
円

●
申
込
締
切　

８
月
１９
日（
水
）

●
定
員　

１５
人

 

②
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

●
日
程　

９
月
７
日（
月
）、
８

日（
火
）午
前
９
時
～
午
後
４
時

●
受
講
料　

４
３
０
０
円

●
申
込
締
切　

８
月
１９
日（
水
）

●
定
員　

１５
人

※
各
コ
ー
ス
の
内
容
お
よ
び
申

込
方
法
な
ど
詳
し
く
は
テ
ク
ノ

問

問

申

問

司
法
書
士
無
料
相
談

問

申― 

在
職
者
の
皆
さ
ん
へ 

―

テ
ク
ノ
ア
カ
デ
ミ
ー
会
津

か
ら
募
集
の
お
知
ら
せ

問

申
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☎
０
２
４
２（
２６
）０
５
２
０

　

う
つ
病
の
治
療
を
受
け
て
い

る
方
の
家
族
を
対
象
と
し
た
教

室
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

う
つ
病
に
つ
い
て
の
知
識
や
接

し
方
を
学
ぶ
と
と
も
に
日
頃
の

思
い
を
話
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

※
初
め
て
参
加
さ
れ
る
方
は
、

事
前
に
保
健
師
に
よ
る
面
談
を

行
い
ま
す
。

●
開
催
日
時　

７
月
１７
日（
金
）

午
後
１
時
３０
分
～
３
時
３０
分

●
開
催
場
所

会
津
保
健
福
祉
事
務
所　

問 

申 

会
津
保
健
福
祉
事
務
所

保
健
福
祉
課

☎
０
２
４
２（

２９
）５
２
７
５

　

精
神
的
な
悩
み
で
お
困
り
の

方
、
ま
た
そ
の
家
族
の
方
の
相

談
に
、
精
神
科
医
や
保
健
師
が

応
じ
ま
す
。

問 

税
務
課 

市
民
税
班

☎（
２４
）５
２
１
７
ま
た
は
各
総

合
支
所 

住
民
課 

市
民
サ
ー
ビ

ス
班

し
い
と
判
断
さ
れ
た
方

●
受
講
料　

無
料

●
選
考
日　

７
月
２１
日（
火
）

【
訓
練
生
募
集　

機
械
加
工
技

術
科（
若
年
者
コ
ー
ス
）】

●
募
集
期
間　

７
月
１６
日（
木
） 

ま
で

●
募
集
訓
練
科
名　

機
械
加
工

技
術
科

●
募
集
定
員　

４
人

●
訓
練
期
間　

平
成
２７
年
８
月

３
日（
月
）～
平
成
２８
年
１
月
２９

日（
金
） 

●
対
象
者　

公
共
職
業
安
定
所

に
求
職
登
録
さ
れ
て
い
る
方

で
、
職
業
訓
練
の
受
講
が
望
ま

し
い
と
判
断
さ
れ
た
方（
概
ね

４０
歳
未
満
の
方
が
対
象
）

●
受
講
料　

無
料

●
選
考
日　

７
月
２１
日（
火
）

【
施
設
見
学
会
募
集
】

●
開
催
日
時　

７
月
１３
日（
月
）、

７
月
２７
日（
月
）各
日
午
前
９
時

３０
分
～
正
午

●
内
容　

い
ま
ま
で
の
キ
ャ
リ

ア（
職
業
能
力
）に
プ
ラ
ス
し
て
、

新
た
な
技
能
取
得
の
た
め
の
職

業
訓
練
に
つ
い
て
理
解
し
て
い

た
だ
く
説
明
会
で
、
当
セ
ン
タ

ー
が
実
施
し
て
い
ま
す
。

問 

申 

ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
会

津 

訓
練
科

会
津
保
健
福
祉
事
務
所
主
催

「
う
つ
病
家
族
教
室
」

　

秘
密
は
厳
守
し
ま
す
の
で
お

気
軽
に
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

※
費
用
は
無
料
で
す
が
、
電
話

で
の
予
約
が
必
要
で
す
。

●
開
催
日
時

７
月
１３
日（
月
）、
２７
日（
月
）

午
後
１
時
３０
分
～
３
時
３０
分

●
開
催
場
所

会
津
保
健
福
祉
事
務
所　

問 

申 

会
津
保
健
福
祉
事
務
所

保
健
福
祉
課

☎
０
２
４
２（

２９
）５
２
７
５

　

地
方
税
法
施
行
令
の
改
正
に

伴
い
、
国
民
健
康
保
険
税
の
課

税
限
度
額
と
一
定
所
得
以
下
世

帯
の
減
額
基
準
所
得
が
改
正
と

な
り
ま
す
。

●
課
税
限
度
額
の
見
直
し

　

医
療
給
付
費
分
に
係
る
課
税

限
度
額
を
５２
万
円（
現
行
５１
万

円
）に
、
後
期
高
齢
者
支
援
金
分

に
係
る
課
税
限
度
額
を
１７
万
円

（
現
行
１６
万
円
）に
、
介
護
納
付

金
分
の
課
税
限
度
額
を
１６
万
円

（
現
行
１４
万
円
） 

に
引
き
上
げ
ま

す
。

●
減
額
基
準
所
得
の
見
直
し

　

一
定
所
得
以
下
世
帯
の
均
等

割
額
及
び
平
等
割
額
の
減
額
措

置
を
拡
大
す
る
た
め
、
５
割
減

額
お
よ
び
２
割
減
額
の
対
象
と

な
る
世
帯
の
減
額
基
準
所
得
を

改
正
し
ま
す
。

問

税　率 医療
給付費分

後期高齢者
支援金分

介護納
付金分 備　考

所得割額 7.67% 2.03% 1.66% 据え置き

資産割額 15.20% 3.80% 4.00% 据え置き

均等割額 20,200円 5,400円 5,800円 据え置き

平等割額 20,300円 5,500円 6,200円 据え置き

課税限度額 520,000円 170,000円 160,000円 改正あり

改正前（平成26年度）
減額基準所得額（世帯主と国保加入者の前年中所得の合計） 減額割合
33万円+（国保加入者数+特定同一世帯所属者数※）×24万5千円以下の世帯 5割
33万円+（国保加入者数+特定同一世帯所属者数※）×45万円以下の世帯 2割

改正後（平成27年度から）
減額基準所得額（世帯主と国保加入者の前年中所得の合計） 減額割合
33万円+（国保加入者数+特定同一世帯所属者数※）×26万円以下の世帯 5割
33万円+（国保加入者数+特定同一世帯所属者数※）×47万円以下の世帯 2割

※後期高齢者医療制度の適用により国保を脱退した方で、脱退日以降も継続して同一の世帯に属する方

会
津
保
健
福
祉
事
務
所
主
催

「
心
の
健
康
相
談
」

税　

金

27
年
度
国
民
健
康
保
険
税

の
税
率

問

申

問

申

問

申
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◆
日
時　

７
月
９
日（
木
）、
８

月
１３
日（
木
） 

い
ず
れ
も
午
前
１０

時
３０
分
～
午
後
４
時

◆
場
所　

喜
多
方
プ
ラ
ザ
第
一

会
議
室

◆
相
談
時
間　

一
人
３０
分
程
度

※
事
前
に
予
約
さ
れ
た
方
の
み

利
用
で
き
ま
す
。
必
ず
相
談
日

の
１
か
月
前
か
ら
前
日
ま
で
に

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
な
お
、
予

定
人
数
と
な
り
次
第
締
め
切
り

と
な
り
ま
す
の
で
ご
了
承
願
い

ま
す
。

問 

申 

会
津
若
松
年
金
事
務
所

お
客
様
相
談
室

☎
０
２
４
２（
２７
）５
３
２
１

ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
で
⑨
の
次
に
⑤

を
選
択
し
て
く
だ
さ
い
。

●
受
付
時
間

・
月
曜
日（
月
曜
日
が
休
日
の
場

合
は
火
曜
日
）午
前
８
時
３０
分

～
午
後
７
時

・
火
曜
日
～
金
曜
日　

午
前
８

時
３０
分
～
午
後
５
時
１５
分

・
第
２
土
曜
日　

午
前
９
時
３０

分
～
午
後
４
時

☎
０
５
７
０（
０５
）１
１
６
５

　

ま
た
、
次
に
該
当
す
る
方
は

申
請
時
に
添
付
書
類
が
必
要
で

す
の
で
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

●
失
業
さ
れ
た
方
…
ハ
ロ
ー
ワ

ー
ク
発
行
の
「
雇
用
保
険
受
給

資
格
者
証
」
ま
た
は
「
雇
用
保

険
被
保
険
者
資
格
取
得
届
出
確

認
照
会
回
答
書
」（
離
職
後
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
な
ど
に
行
か
な
か

っ
た
方
は
「
離
職
票
」）

問 

申 

市
民
課 

市
民
窓
口
班

☎ （
２４
）５
２
２
６
ま
た
は
各
総

合
支
所
住
民
課 

市
民
サ
ー
ビ
ス

班
　

２０
歳
前
障
害
基
礎
年
金
を
受

給
さ
れ
て
い
る
方
は
、
現
況
届

（
所
得
状
況
届
）が
日
本
年
金
機

構
よ
り
６
月
末
頃
に
郵
送
さ
れ

ま
す
の
で
、
７
月
３１
日（
金
）ま

で
に
市
民
課
ま
た
は
各
総
合
支

所
住
民
課
へ
忘
れ
ず
に
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

※
診
断
書
付
現
況
届
が
届
い
た

場
合
は
、
診
断
書
も
併
せ
て
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

問 

申 

市
民
課 

市
民
窓
口
班

☎ （
２４
）５
２
２
６
ま
た
は
各
総

合
支
所
住
民
課 

市
民
サ
ー
ビ
ス

班

軽
減
制
度
に
該
当
す
る
こ
と
を

知
っ
た
場
合
は
、
健
康
保
険
の

保
険
者
に
申
し
出
す
る
こ
と
に

よ
り
、
前
納
し
た
保
険
料
の
精

算（
申
し
出
月
以
降
の
保
険
料

分
）が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

　

精
算
方
法
な
ど
詳
し
く
は
、

加
入
し
て
い
る
健
康
保
険
の
保

険
者
へ
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

問 

税
務
課 

市
民
税
班

☎（
２４
）５
２
１
７
ま
た
は
各
総

合
支
所 

住
民
課 

市
民
サ
ー
ビ

ス
班

　

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
が

困
難
な
場
合
、
申
請
し
承
認
さ

れ
る
と
保
険
料
の
免
除（
全
額
・

一
部
）ま
た
は
納
付
の
猶
予
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

平
成
２７
年
７
月
か
ら
２８
年
６

月
ま
で
の
免
除
申
請
の
受
付
を

平
成
２７
年
７
月
１
日
よ
り
、
開

始
し
ま
し
た
。

　

申
請
さ
れ
る
方
は
、
市
民
課

市
民
窓
口
班
ま
た
は
各
総
合
支

所
住
民
課
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

者（
雇
い
止
め
な
ど
に
よ
る
離

職
）と
し
て
失
業
給
付
を
受
け

る
方

※
③
に
該
当
す
る
か
ど
う
か
の

確
認
は
「
雇
用
保
険
受
給
資
格

者
証
」
に
記
載
の
離
職
理
由
コ

ー
ド
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

○
特
定
受
給
資
格
者
の
離
職
理

由
コ
ー
ド
「
１１
、
１２
、
２１
、
２２
、

３１
、
３２
」

○
特
定
理
由
離
職
者
の
離
職
理

由
コ
ー
ド
「
２３
、
３３
、
３４
」

問 
申 
税
務
課 

市
民
税
班

☎（
２４
）５
２
１
７
ま
た
は
各
総

合
支
所 
住
民
課 

市
民
サ
ー
ビ

ス
班

　

す
で
に
健
康
保
険
の
任
意
継

続
被
保
険
者
と
な
っ
て
い
る
方

で
、
国
民
健
康
保
険
税
の
離
職

者
軽
減
制
度
に
該
当
と
な
る
方

に
つ
い
て
は
、
任
意
継
続
保
険

料
よ
り
も
国
民
健
康
保
険
税
が

低
額
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

国
民
健
康
保
険
へ
の
加
入
を

希
望
さ
れ
る
方
は
、
任
意
継
続

の
資
格
喪
失
手
続
き
後
に
資
格

喪
失
証
明
書
を
持
参
の
う
え
、

加
入
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

保
険
料
の
前
納
後
に
離
職
者

　

平
成
２２
年
４
月
か
ら
、
倒
産

や
解
雇
な
ど
自
ら
望
ま
ず
離
職

し
た
方（
非
自
発
的
失
業
者
）の

国
民
健
康
保
険
税
に
つ
い
て
は
、

お
お
む
ね
在
職
中
の
保
険
料
の

本
人
負
担
分
の
水
準
に
維
持
さ

れ
る
よ
う
、
前
年
の
所
得
の
う

ち
、
給
与
所
得
を
１
０
０
分
の

３０
と
し
て
計
算
さ
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
軽
減
を
受
け
る
に
は
申

告
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、

次
の
①
～
③
の
条
件
に
該
当
す

る
と
思
わ
れ
る
方
は
「
雇
用
保

険
受
給
資
格
者
証
」
と
「
印
鑑
」

を
持
参
の
う
え
、
税
務
課
市
民

税
班
ま
た
は
各
総
合
支
所
住
民

課
市
民
サ
ー
ビ
ス
班
ま
で
申
告

し
て
く
だ
さ
い
。

●
対
象
者　

次
の
①
～
③
す
べ

て
に
該
当
す
る
方

①
平
成
２１
年
３
月
３１
日
以
降
に

離
職
し
た
方

②
離
職
時
点
で
６５
歳
未
満
の
方

③
雇
用
保
険
の
特
定
受
給
資
格

者（
倒
産
・
解
雇
な
ど
に
よ
る

離
職
）ま
た
は
特
定
理
由
離
職

ね
ん
き
ん
出
張
相
談

年　

金

平
成
27
年
度 

国
民
年
金
保
険

料
免
除
・
納
付
猶
予
申
請
の

受
け
付
け
を
開
始
し
ま
し
た

20
歳
前
障
害
基
礎
年
金
を

受
給
さ
れ
て
い
る
方
へ

年
金
相
談
の
受
け
付
け

ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル

問

申

問

申

健
康
保
険
の
任
意
継
続

被
保
険
者
の
皆
さ
ん
へ

税　

金

問

申

問

問

申

国
民
健
康
保
険
税
の

離
職
者
軽
減
制
度
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情 報 ステーション

ふるさと納税（寄附）への
ご協力ありがとうございます
　平成27年度の寄附の状況は、5月末現在で122人
の方から158万5,000円をお寄せいただきました。
　市では、ご寄附いただきました皆さんのお気持
ちに沿えるよう、大切に使わせていただきたいと
考えております。
　これまでの詳細および申し込み方法などは市の
ホームページをご覧ください。
　今後とも「ふるさと喜多方」に対するご支援を
よろしくお願いします。
問 申 企画調整課 地域振興対策室☎（24）5209

【窓口延長について】
Q　窓口延長していると聞いたのです
が、どんな手続きができるのですか。
A　本庁および各総合支所で、住民票
や戸籍の証明発行、印鑑登録・証明
の申請が可能です。また、本庁のみ
自動車臨時運行許可事務および税の
各種証明発行も行っています。

Q　何時まで開いているのですか。毎
日延長しているのですか。
A　夜の7時までとなっています。本
庁が火曜日と金曜日、熱塩加納総合
支所が水曜日、塩川総合支所が月曜
日、山都総合支所が木曜日、高郷総
合支所が火曜日です。

Q　どうして、住所の異動届や国民健
康保険の異動届ができないのですか。
A　窓口延長をしている課は、戸籍・
住民基本台帳担当だけのため、市民
課で受け付けたことに伴う各種手続
きや問い合わせができないため、後
日再び来ていただくことになってし
まうことによるものです。ご了承願
います。
　このほか、住民基本台帳ネットワ
ーク関係の手続き（住民基本台帳カー
ド、公的個人認証、住民票の広域交付）
も時間内の手続きとなります。

問 市民課 市民窓口班☎（24）5225
　 または各総合支所住民課 市民サー
　 ビス班

市民課・総合支所住民課
窓口での手続きQ&A

問申

問

「その電話詐欺かも!?」
なりすまし詐欺が急増中!!

　県内では「なりすまし詐欺」が急増してい

ます。被害がこれ以上拡大しないよう、声を

掛け合いましょう。

  こんな電話は要注意

・押収品にあなたの通帳があった

・あなたの預金が狙われている

・口座が凍結される

・銀行から連絡がいく

・電話番号が変わった

・保証金が必要

・事務手数料がかかる

・カードや現金を預かる

・他人の口座に振り込んで

・うまい儲け話がある

・あなたが信用できるか確認したい

・名前を貸して

電話の声だけでは、相手は見抜けません。

相手の話を信じる前に、家族や警察、または

市役所に相談しましょう。

喜多方警察署☎（22）5111

喜多方市役所生活防災課☎（24）5221
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被
保
険
者
証
の
有
効
期
限
が
平
成
２７
年

７
月
３１
日
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
８
月

か
ら
の
保
険
証
を
７
月
末
ま
で
に
特
定
記

録
郵
便
で
郵
送
し
ま
す
。

　

今
ま
で
お
持
ち
の
被
保
険
者
証
は
、
８

月
以
降
に
市
役
所
へ
返
却
し
て
く
だ
さ
い
。

　

前
年
所
得
額
が
確
定
後
、
８
月
中
旬
に

保
険
料
額
お
よ
び
納
付
方
法
に
関
す
る
通

知
を
お
送
り
し
ま
す
。

　

保
険
料
の
納
付
方
法
は
原
則
と
し
て
特

別
徴
収（
年
金
か
ら
の
天
引
き
）と
な
り
ま

す
が
、
介
護
保
険
料
と
後
期
高
齢
者
医
療

保
険
料
の
合
計
額
が
年
金
額
の
２
分
の
１

を
超
え
る
場
合
な
ど
は
特
別
徴
収
で
き
な

い
た
め
、
普
通
徴
収（
納
付
書
に
よ
る
納

付
）と
な
り
ま
す
。

民
税
の
課
税
所
得
額
１
４
５
万
円
以
上
の

被
保
険
者
が
い
る
場
合
）さ
れ
た
方
は
、

収
入
額
が
一
定
基
準
額
以
下
の
場
合
に
は

負
担
割
合
が
変
更
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
該
当
す
る
と
思
わ
れ
る
方
に
は
別
に

通
知
し
ま
す
の
で
、
指
定
の
期
限
ま
で
に

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
申
請
時
に
必
要
な
も
の　

被
保
険
者
証
、

印
鑑
、
前
年
中
の
収
入
額
が
わ
か
る
書
類

（
確
定
申
告
書
な
ど
の
写
し
）

　

住
民
税
非
課
税
世
帯
の
被
保
険
者
が
、

万
一
高
額
な
診
療
を
受
け
る
場
合
に
食
事

代
の
減
額
や
医
療
費
を
自
己
負
担
限
度
額

ま
で
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
認
定
証
を
発

行
し
ま
す
の
で
、
該
当
す
る
場
合
は
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。
す
で
に
認
定
証
を
お
持

ち
の
方
は
、
有
効
期
限
が
７
月
３１
日
ま
で

で
す
の
で
更
新
の
通
知
を
送
付
し
ま
す
。

必
要
な
方
は
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

※
交
付
を
受
け
た
認
定
証
を
病
院
窓
口
に

提
示
し
な
か
っ
た
場
合
や
更
新
を
し
な
か

っ
た
場
合
、
高
額
療
養
費
は
支
給
さ
れ
ま

す
が
、
食
事
代
の
差
額
は
減
額
さ
れ
ま
せ

ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

◆
申
請
時
に
必
要
な
も
の　

被
保
険
者

証
、
印
鑑

問 

申 

保
健
課
国
保
医
療
係

☎（
２４
）５
２
２
４
ま
た
は
各
総
合
支
所
住

民
課 

市
民
サ
ー
ビ
ス
班

後期高齢者
医療制度

被保険者の皆さんへ

仮徴収（※1） 本徴収（※2）
4月 6月 8月 10月 12月 2月

第1期 第2期 第3期 第4期
8月31日 9月30日 11月2日 11月30日

第5期 第6期 第7期
1月4日 2月1日 2月29日

特別徴収される月

普通徴収の納期限

（※1）仮徴収…前々年中の所得額により算出した暫
定の保険料額

（※2）本徴収…前年中の所得額により算出した確定
保険料額から仮徴収した分を差し引いた保険料額

被
保
険
者
証
が
更
新
さ
れ
ま
す

保
険
料
率
な
ど

保
険
料
の
軽
減
措
置
が
あ
り
ま
す

限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額

認
定
証
に
つ
い
て

負
担
割
合
の
見
直
し
が
あ
り
ま
す

保
険
料
の
通
知
を
お
送
り
し
ま
す

◆
口
座
振
替
の
利
用　

普
通
徴
収
の
場
合

「
口
座
振
替
」
が
利
用
で
き
ま
す
の
で
、

希
望
す
る
方
で
ま
だ
手
続
き
を
し
て
い
な

い
場
合
は
口
座
の
あ
る
金
融
機
関
で
手
続

き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

※
国
保
税
を
口
座
振
替
で
納
付
し
て
い
た

場
合
で
も
、
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
は

新
た
に
口
座
振
替
依
頼
が
必
要
で
す
。

※
特
別
徴
収
を
中
止
し
口
座
振
替
へ
変
更

す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
の
で
、
金
融
機
関

で
の
口
座
振
替
手
続
き
と
と
も
に
、
市
役

所
へ
「
保
険
料
納
付
方
法
変
更
申
出
書
」

を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

●
所
得
割
…
８
・
１９
％

●
均
等
割
…
４
万
１
７
０
０
円

確
定
年
保
険
料
限
度
額
５７
万
円

◆
保
険
料
の
算
出
方
法　

所
得
割
額
＝
賦

課
の
も
と
と
な
る
所
得
金
額（
※
３
）×
所

得
割
率（
８
・
１９
）／
１
０
０
＋
均
等
割
額

４
万
１
７
０
０
円

※
３　

賦
課
の
も
と
と
な
る
所
得
金
額
＝

前
年
度
中
の
所
得
額

−

３３
万
円

　

世
帯
内
の
被
保
険
者
全
員
と
世
帯
主
の

総
所
得
金
額
な
ど
の
合
計
額
に
応
じ
て
均

等
割
額
が
軽
減
さ
れ
ま
す（
２
割
・
５
割

軽
減
基
準
の
拡
大
）。
ま
た
、
住
民
税
の

課
税
所
得
額
が
５８
万
円
以
下
の
方
の
所
得

割
額
の
軽
減
に
つ
い
て
も
継
続
さ
れ
ま
す
。

 　

毎
年
８
月
に
前
年
中
の
所
得
額
に
応
じ

て
負
担
割
合
の
見
直
し
が
あ
り
ま
す
。
当

初
３
割
負
担
と
判
定（
同
一
世
帯
内
で
住

問

申
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万
一
高
額
な
診
療
を
受
け
る
入
院
の
際

に
、
あ
ら
か
じ
め
申
請
す
る
こ
と
に
よ
り
、

所
得
区
分
に
応
じ
て
病
院
窓
口
で
医
療
費

お
よ
び
食
事
代
の
負
担
が
自
己
負
担
限
度

額
ま
で
に
、
ま
た
は
減
額
に
な
る
制
度
で

す
。

70
歳
か
ら
74
歳
の
皆
さ
ん
へ

「
高
齢
受
給
者
証
」が
更
新
さ
れ
ま
す

「
限
度
額
適
用
認
定
証
」
「
限
度

額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定

証
」
は
お
持
ち
で
す
か
？

◆
申
請
時
に
必
要
な
も
の

認
定
証
が
必
要
と
な
る
方
の
国
民
健
康
保

険
証
、
高
齢
受
給
者
証（
７０
歳
以
の
方
）

※
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定

証（
適
用
区
分
「
Ⅱ
」、「
オ
」
の
方
）の
交

付
を
受
け
て
い
た
期
間
の
入
院
日
数
が
９０

日
を
越
え
る
場
合
に
は
、
そ
の
確
認
が
で

き
る
証
書（
領
収
書
な
ど
）

問 

申 

保
健
課 

国
保
医
療
係

☎（
２４
）５
２
２
４
ま
た
は
各
総
合
支
所
住

民
課 

市
民
サ
ー
ビ
ス
班

【
更
新
対
象
者
：
昭
和
１５
年
８
月
２
日
生

ま
れ
～
昭
和
２０
年
７
月
１
日
生
ま
れ
】

　

新
し
い
高
齢
受
給
者
証
を
７
月
下
旬
に

郵
送
し
ま
す
の
で
、
古
い
高
齢
受
給
者
証

は
８
月
１
日
以
降
に
す
み
や
か
に
市
民

課
、
保
健
課
ま
た
は
各
総
合
支
所
住
民
課

の
窓
口
ま
で
ご
返
却
く
だ
さ
い
。

　

８
月
以
降
の
負
担
割
合
は
、
２７
年
度
住

民
税
の
所
得
に
よ
り
再
判
定
す
る
結
果
に

基
づ
き
ま
す
。

※
昭
和
１９
年
４
月
１
日
以
前
が
誕
生
日
の

方
の
負
担
割
合
は
「
２
割（
特
例
措
置
に

よ
り
１
割
）」
ま
た
は
「
３
割
」
と
な
り

ま
す
。

※
昭
和
１９
年
４
月
２
日
以
降
が
誕
生
日
の

方
の
負
担
割
合
は
「
２
割
」
ま
た
は
「
３

割
」
と
な
り
ま
す
。

◆
７
月
２
日
以
降
に
７０
歳
の
誕
生
日
を
迎

え
ら
れ
る
方

【
昭
和
２０
年
７
月
２
日
以
降
が
誕
生
日
の

方
】

※
高
齢
受
給
者
証
は
該
当
す
る
月
の
前
月

末
ま
で
に
郵
送
し
て
い
ま
す
。

○
７０
歳
の
誕
生
日
が
１
日
の
方
…
誕
生
月

か
ら
該
当

○
７０
歳
の
誕
生
日
が
１
日
以
外
の
方
…
誕

生
月
の
翌
月
か
ら
該
当

問 

申 

保
健
課 

国
保
医
療
係

☎（
２４
）５
２
２
４
ま
た
は
各
総
合
支
所
住

民
課 

市
民
サ
ー
ビ
ス
班

◆新たに交付が必要な方
○限度額適用認定証…70歳未満の方で住民税課税、 
　上位所得者世帯の方→医療費の一部負担金が自己
　負担限度額までとなります。
○限度額適用・標準負担額減額認定証…住民税非課
　税世帯の方→医療費の一部負担金および入院時の
　食事代が自己負担限度額までとなります。
※国保税に未納がある方には交付できない場合があ
　りますので、ご相談ください。

◆現在認定証の交付を受けている方
　平成27年1月以降に認定証の交付を受けている方の
有効期限は、7月31日（※）となっています。現在も国
保の資格をお持ちの方には、更新のご案内を7月下旬
に郵送しますので、8月以降も引き続き認定証の交付
が必要な方は、8月になってから申請してください。
※75歳の誕生日を迎える方などについては有効期限
　が異なります。

国民健康保険

加入者の皆さんへ

問

申

問

申



32広報きたかた　2015.7 ◯

地域ぐるみで有害鳥獣被害をなくそう！

マイマイガを防除しましょう

　クマやサル、イノシシなどによる農作物被害を地域ぐるみで防止するため、野生動物の専門
家を招いた「集落環境診断」を実施して、行政区でできる被害対策などを話し合い、関係機関
の支援を受けながら、計画的に進めていきましょう。

　〇行政区でできる対策
　　・生ごみや収穫残さは、畑に放置せず適正に処理する。
　　・収穫しない柿の木などは伐採する。
　　・クマやサルが潜みやすいヤブの刈払いを実施する。

　●行政区でできない対策（支援が必要な対策）
　　・試験的に電気柵を設置する→市から借用して設置
　　・自分たちで伐採できない雑木林の整備→補助事業の活用など
　　・近隣行政区との連携した対策→市主催による検討会の開催

　「集落環境診断」の実施や被害対策の相談については、お気軽に環境課または各総合支所 住民
課までご連絡ください。
問 環境課 環境推進係☎（24）5261または各総合支所住民課 市民サービス班

　5月上旬からマイマイガの幼虫が大量発生しています。幼虫は樹木の葉を食べ、2カ月ほどで発育
を完了し、樹木や物陰などでさなぎになり、約2週間で成虫（ガ）になります。
　成虫は、夜間大量に街灯などの照明に集まり、8月〜9月には卵塊（500〜600個の卵）を建物の外壁
や照明近くの電柱・樹木に産み付けます。卵塊を産む前に防除・駆除しましょう。
○成虫の防除・駆除の方法
1　  照明の消灯
　　成虫は夜間の照明に多く集まってきます。カーテンを閉め
　たり、照明を消したりすると効果的です。
　※防犯面を考慮した上で実施してください。
2　  捕獲して駆除
　　昼間、外壁や柱に止まっている成虫は、虫取り網などで捕獲したり、ほうきやハエたたきで叩 き
　落として駆除してください。
　　また、光で誘引して、家庭用洗剤を溶かした水に集め、捕殺する方法（マイマイガホイホイ）も
　あります。※詳しくは、市環境課ホームページをご覧ください。
3　  ガ類用殺虫剤で防除
　　家の外壁など建造物に付着している場合、家庭用のガ類用スプレー式殺虫剤による防除が効果
　的です。
　※植物に付着している成虫には使用しないでください。
　※外壁などを変色させることがあるため、使用上の注意を確認してください。　

【注意点】
・防除・駆除の際に、鱗

りんぷん

粉が飛散し、目や皮膚などにかゆみを引き起こす恐れがありますので注意  
　してください。

・駆除した成虫は、燃えるごみの袋に入れ、燃えるごみの日に出してください。
問 環境課 環境推進係☎（24）5261または各総合支所住民課 市民サービス班

問

問

上岩崎地区に設置された電気柵
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※オンライン回答用のIDは9月10日頃から調査員が各世帯へ配布します。
※オンライン調査で回答すると、調査票は配布されません。  　　問 企画政策部情報政策課☎（24）5214

国勢調査についてのお知らせ　第２号 ～かんたん！便利！！な『オンライン調査』～

問

「国勢調査」

ってなん

だろう？

面倒
くさそう
だなぁ…

インターネット？
ってことは…

よぉしさっそく…

でも…

私たちの
住みやすい

まちをつくる
大事な調査
みたいだよ

君たち…

知らないの～？

スマート
フォン! ？

パソコンや
インターネット

でも出来るよ！

ますます喜多方が好きになるね！

かんた－ん

！！
IDを入れて…

え
っ
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日　時 場　所 相　談　員 予　約　先

行
　
　
　
　
　
　
政

7月6日（月）
午後2時

〜4時

塩川保健福祉
センター（いき
いきセンター）

大堀由起子
行政相談委員

塩川総合支所
住民課

☎（27）2111

8日（水）
午前10時

〜正午

山都開発
センター

鈴木　俊子
行政相談委員

山都総合支所
住民課

☎（38）3811

10日（金）
午前9時

〜11時

熱塩加納保健
福祉センター

（夢の森）

坂内　常幸
行政相談委員

熱塩総合支所
住民課

☎（36）2111

10日（金）
午後1時

〜4時

本庁舎1階
相談室

小原　良一
行政相談委員

生活防災課
☎（24）5208

16日（木）
午前9時

〜11時30分

高郷公民館
研修室

穴澤　松雄
行政相談委員

高郷総合支所
住民課

☎0241（44）2111

8月3日（月）
午後2時

〜4時

塩川保健福祉
センター（いき
いきセンター）

大堀由起子
行政相談委員

塩川総合支所
住民課

☎（27）2111

人

 

権

7月6日（月）
午前9時

〜正午

塩川保健福祉
センター（いき
いきセンター）

齋藤　富子
山口　健次

山ノ内壽太郎
人権擁護委員

塩川総合支所
住民課

☎（27）2111

16日（木）
午前10時

〜午後3時
保健センター

渡部　惠子
丸山　キミ
伊藤　美子
幸田久美子
猪俣　　薫
花見　俊春

人権擁護委員

生活防災課
☎（24）5208

法
 

律

7月24日（金）
午前9時30分
〜午後3時30分

本庁舎1階
相談室

井川憲太郎
弁護士

生活防災課
☎（24）5208消

費
生
活

7月23日（木）
午前10時

〜午後3時

本庁舎1階
相談室

横島　裕子
消費生活相談員

健

康

相

談

7月9日（木）
午前9時30分

〜10時
保健センター

　赤ちゃんから高齢者まで、健康・栄養・
運動・育児などについて保健師・栄養
士が個別相談に応じます。気軽にご利
用ください。
　相談を希望される方は、事前の電話
予約をお願いします。
問 申 保健課 健康推進室
☎（24）5223または各総合支所住民課 市
民サービス班

休日 病院・医院名（　）内は所在地

7月
12日

（日）

くまたクリニック（塩川町東栄町）
☎ （28）1233

19日
（日）

高橋小児クリニック（関柴町上高額）
☎ （25）7066

20日
（月）

武田医院（塩川町東栄町）
☎ （27）4031

26日
（日）

手代木医院（上町東）
☎ （22）0034

8月
2日

（日）

鳴瀬病院（西四ツ谷）
☎ （24）3333

休日 病院・医院名（　）内は所在地

7月
12日

（日）

小野病院（新町）
☎（22）0414

19日
（日）

会津医療センター（会津若松市）
☎0242（75）2100

20日
（月）

有隣病院（松山町）
☎（24）5021

26日
（日）

佐原病院（塗物町）
☎（22）5321

8月
2日

（日）

小野病院（新町）
☎（22）0414

市では、次により無料の相談業務を行っています。相談を希望さ
れる方は電話予約をお願いします。秘密は固く守られますので、悩
みごとや困りごとなどお気軽にご相談ください。

街頭献血にご協力を！
月 　 日 献血受付時間 場　　所

7月7日（火） 午前９時30分〜11時30分
午後1時〜4時30分 保健センター

　  19日（日） 午前9時30分〜11時30分
午後1時〜4時

喜多方腎泌尿器クリニック
駐車場

休日の当番医（初期救急）

休日の輪番制病院（2次救急）

？

問申
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4　　喜多方市美術館からのご案内

◆開館時間
　○火〜金………午前9時30分〜午後7時
　○土･日･祝日…午前9時30分〜午後5時30分
◆休館日
　7月6日（月）、13日（月）、21日（火）、27日（月）
問 申  喜多方市立図書館☎（22）1855

一般図書

・有機野菜ビックリ教室  東山　広幸

・はじめての合気道 千野　進

・ヒポクラテスの誓い  中山　七里

・武士はなぜ腹を切るのか  山本　博文

・人生一度は行ってみたい絶景道 パイインターナショナル

・ゆかたの着つけハンドブック  安田　多賀子

・二人の親を見送って  岸本　葉子

・人のアブラはなぜ嫌われるのか  近藤　和雄

・かき氷  細島　雅代

・まほうのかさ  はた　こうしろう

・天井からジネズミ  佐伯　元子

・おねえちゃんって、ほーんとつらい！  いとう　みく

・トルネード！ ベッツィ・バイアーズ

・とりはだはどうやったらつくれる？ 川北　亮司

・まぼろし写真館  福　明子

・お〜しまい！…かな？  ジム・ベントン

児童図書

地球はどうぶつでいっぱいだ  あべ弘士展
　あべ弘士（1948年—）は、北海道旭川市出身の絵
本作家です。1972年から25年間、旭川市の旭山動
物園に勤務した経験を活かし、現在は絵本を中心
に作品を創っています。1995年に『あらしのよるに』

（講談社）で講談社出版文化賞絵本賞を受賞など、
数々の賞を受賞しています。
　本展では、あべ弘士の絵本原画約80点を紹介し
ます。
●会　　期　7月18日（土）〜8月30日（日）
●休  館  日　水曜日
●開館時間　午前10時〜午後6時
　　　　　　※最終入館は午後5時30分
●観  覧  料　一般　　　　500円（400円）
　　　　　　大・高校生　300円（250円）
　　　　　　小・中学生　200円（150円）
　　　　　　※（  ）は20名以上の団体割引料金
問 申 喜多方市美術館☎（23）0404

○美術館から出前美術館のお知らせ
　美術館では、美術に親しんでいただくために〈出
前美術館〉を行います。喜多方市美術館で収蔵し
ている作品を出前し、学芸員が解説します。開催
希望の学校・施設の方は美術館までお問い合せ下さ
い。
問 申 喜多方市美術館☎（23）0404

問

問

申

申

問申

★たなばたフェスタ7月の催しもの★
　今年も図書館では「たなばたフェスタ」を開催します。
開催期間は7月1日（水）〜8月30日（日）です。期間中は楽
しい催し物が盛りだくさん!この夏もぜひ図書館へいら
してください。
※事前申込が必要な催し物があります。詳しくは喜多方
　市立図書館までお問い合わせください。
■すずの音会　おはなしかいスペシャル
　7月5日（日）　午前11時〜11時50分
■第63回ユニットおりがみ教室　特別版
　7月11日（土）　午前10時〜
■第2回ぬいぐるみのおとまりかい
　7月11日（土）〜12日（日）
■第4回楽しい手作り絵本教室　（全2回）
　①7月19日（日）　午後1時30分〜3時
　②8月1日（土）　 午後1時30分〜3時
■おはなしドライブ　
　7月12日（日）、19日（日）、26日（日）
　午前11時〜11時30分
■ちっちゃなおはなしかい　　　　
　7月16日（木）　午前11時〜11時20分

の『市民と市長の談話室』

◆日時･場所　
○8月8日（土）午前9時30分〜11時30分
　本庁舎 2階 市長公室
○8月25日（火）午前9時30分〜11時30分
　山都総合支所
◆対話者　市民の皆さんなら、どなたでも対話で
　きます。
◆対話時間　1人（組）25分以内とします（受付順）。
◆申し込み　8月8日開催分は7月24日（金）まで企
　画調整課 秘書広報室へ、8月25日開催分は8月
　11日（火）まで山都総合支所住民課へ電話でお申
　し込みください。
※有意義な対話になるよう、お申し込みの際にお
　話ししたい内容（例:｢○○活性化についての提
　案｣など）を簡単にお知らせください。
問 申 企画調整課 秘書広報室（広報）☎（24）5206
　  　山都総合支所 住民課☎（38）3811

　市政に対するご意見やご
要望、まちづくりへの提案
など　市長と直接対話して
みませんか

対  話  者  を募集します

問申

8月



115

（
平
成
２７
年
7
月
発
行
）

喜
多
方
市
企
画
政
策
部
企
画
調
整
課

　新宮熊野神社長床の傍らに建つ宝物殿には、
神社に伝わる多くの宝物が安置保管されていま
す。これらの大部分はかつて境内の文殊堂に納
められていたものでした。
　なかでも目を引くのがこの木造文殊菩薩騎獅
像です。大きな獅子に乗った文殊菩薩の姿は、菩
薩が遊行（註）する様子をあらわしたものです。
　この文殊菩薩は頭上に髪を高く結い上げ、目
は半分開き、厚い唇に引き締った顔立ちですが、
体格はふくよかで堂々としており、穏やかで落ち
着いた姿をしています。
　文殊菩薩、獅子像ともに材質はカツラで、割矧
造という技法で造られ、鎌倉時代初めの作と考
えられています。ただ、獅子の像内には修理を記
録した木札や銘札などが納められており、後世
にかなり徹底して修理されたこともわかってい
ます。
　当時の人々からも篤く信仰されていたことが
うかがえるこの仏像は、会津における熊野信仰
の貴重な遺品です。
註：僧などが布教や修行のため諸国を巡り歩くこと
■所在地
新宮熊野神社
喜多方市慶徳町新宮
字熊野 2258
☎（23）0775
（長床保存会事務所）
問  文化課 文化振興係
☎（24）5323
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真
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の
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17,036世帯

49,404人

23,381人

26,023人

20人

187人

　7 0人

　1 8 8人

喜多方市の人口
（平成27年5月1日現在）

※国勢調査をもとに、その後の出生、死
亡、転入、転出の数を加減して算出した
「福島県の推計人口」の数値を掲載して
います。

115№
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広報き た か た

市町村史で先人の残した遺産を訪ねてみよう。
「喜多方市史」「熱塩加納村史」「塩川町史」「山都町史」「会津高郷村史」絶賛販売中。詳しくは文化課まで。☎（24）5323

市町村史販売
のご案内

県重文【喜多方市 新宮熊野神社】全高285cm

木造文殊菩薩騎獅像木造文殊菩薩騎獅像木造文殊菩薩騎獅像
もく ぞう もん じゅ ぼ さつ き し ぞう

問  文化課 文化振興係問

今月のおもな内容
第一小学校 よい歯の学校表彰で栄誉賞…………②
平成27年度喜多方市行政区長会議
行政区長会連合会総会が開催されました………④
臨時福祉給付金が支給されます……………………⑨
みんべえ号(予約型乗合交通)のお知らせ…………⑩
第12回太極拳フェスティバル………………………⑬
きたかたフォトニュース………………………………⑲
国勢調査(簡単便利なオンライン調査)……………　33

けい  だい もん  じゅ    どう

ゆ  ぎょう

薩が遊行（註）する様子をあらわしたものです。
ゆ  ぎょう

薩が遊行（註）する様子をあらわしたものです。

わり  はぎ

るさとの

づくり
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